
住まいづくりの前に
当社は「地域密着」の観点から、住まいづくりの現場が、できるだけ社会に開かれたものに

なるようにと考え、住まいに関する情報公開や現場見学の機会づくりに努めています。主

な拠点となるのは、全国各地の建築現場や展示場、さらには「住まいの夢工場」などの体

験型学習施設です。いずれも貴重な出会いの場と位置付けています。それぞれに異なる状

況下で建築した「邸別自由設計」の住まいの提案力、構法、品質などに触れ、当社の考え

方を知り、納得した上で住まいづくりを始めていただけるよう、取り組みを進めています。

お客様との出会いの場を全国各地に

5
実践報告

より多くのお客様に積水ハウスの実例に触れていただくため、1989
年から22年にわたり「住まいの参観日」を全国一斉開催しています。
特に2010年は創立50周
年を記念して全国2511会
場という過去最大規模で
開催。オーナー様の協力の
もと、13万6332組ものお
客様が訪れました。

当社運営の訓練校（茨城県知事認定職業
能力開発校）では、職方の養成に取り組
んでいます。お客様の満足を実現する匠
の技と心を身につけ、工事能力の強化に
貢献しています。 （卒業生累計　２１３１人）

若い職方を育成し、匠の技と心を継承

多種多様な住まいを一斉公開。
日本全国積水ハウスデー「住まいの参観日」

建築現場

　安全・安心・快適な住まいを提供するために、施工品質が重要であることは言うまでも
ありません。当社は、住まいの完成まで全責任を持つ「責任施工」体制を取っています。
100％出資のグループ会社である積和建設や協力工事店を中心とした施工体制を確立
しています。現場では、現場監督から職方まで全員が「お客様のために」という志を共有。
工程ごとの手順や社内規則を守り、新たな施工技術の習得、ベテランから若手への技能
伝承、資格取得などに取り組み、お客様の安心と「邸別自由設計」を支える品質向上に努
めています。
　現場力の強化は、廃棄物分別、現場美化、安全対策、近隣配慮の徹底などにつながり、
建築現場には積水ハウスの住まいづくりの姿勢が集約されています。当社はオーナー様
了承のもと、建築現場や完成現場をお客様との出会いの場として公開しています。

住まいの参観日（分譲地の開催例）

住まいづくりに携わる全員が「お客様視点」で対応

住まいは本来、気候風土・地域特性・敷地条件・家族構成・ライフスタイル・ライフステージなど、それぞれ異なる状況のもとに一邸

一邸創造されるべきものです。当社は、限られたプランから選ぶのではなく、出会いから設計・生産・施工・アフターサポートまで、

各プロセスを充実させた「邸別自由設計」の住まいづくりを実践。その姿勢を「コンサルティング・ハウジング」というスローガンに

込めて取り組んでいます。

お客様との初めての出会いからアフターサポートまで、
生活者視点の住まいづくりを実践しています

積水ハウスの住まいづくり

●コンサルティング・ハウジング　●さまざまな家族のカタチにあわせたライフスタイル提案　●超高齢社会に向けたさまざまな提案　●お客様とのコミュニケーションWEB関連項目

「責任施工」で取り組む
積水ハウスの住まいづくり

51 Sekisui House Sustainability Report 2011



２０１０年２月、ライフスタイルから考える
住まいづくりサイト「すまい・すまいる」を開
設。豊富な研究成果やノウハウをもとに、暮
らしのヒントや情報を発信しています。サイ
ト閲覧者の意見を募り、その結果を公開す
るなど、ユーザー参加型のコミュニケーショ
ンサイトです。また、新築の予定がなくても
気軽に受講できる「すまい塾」「Ｗeb すま
い塾」も展開。多くの人に利用されています。

ＷＥＢサイトなどでも情報発信

当社が創業以来、大切にしてきた住まいづくりの原
点です。地域特性・敷地条件・家族構成・ライフスタイ
ル・ライフサイクルなど、それぞれに異なる事情と、お
客様一人ひとりの思いを受け止め、独自の構法と生
産システム、ハード・ソフト両面にわたる配慮と提案
で、最大の満足を提供する「邸別自由設計」の住まい
づくりの姿勢を表しています。

「コンサルティング・ハウジング」とは

展示場

体験型
学習施設

オーナー様を招いて、
クリスマスリースを制作

（展示場数　436カ所）

住まいの夢工場 年間１１万6990人が見学

　「住まいの夢工場※」はより良い住ま
いづくりのための体験型学習施設で
す。展示場だけでは確認できない構
造や性能、設備の使い勝手など、さ
まざまな要素を、実物の壁や構造に
力を加える強度実験や、外壁の耐火
実験などで確認。実際に見て、触れて、
楽しみながら学ぶことができます。

※６カ所の合計

多彩なテーマ館を設けた
「関東 住まいの夢工場」

※東北・関東・静岡・北信越・関西・山口の６カ
所に設置。同様の体験型施設「住まいの家
学館」も東京・神奈川・高知など各地に展
開しています。

「すまい・すまいる」
「Ｗｅｂ すまい塾」
年間４６６人が受講申し込み

累計２３万６０３９人がサイト訪問

事業所版　年間７４１人が受講

公開講座　年間７３０人が受講

こだわり講座　年間５４人が受講
「すまい塾」

暮らしを五感で楽しむ工夫を取り入れた
当社初の４階建て展示場（東京都新宿住宅展示場）

●体験教育の機会を提供する「住まいの夢工場」　●住まいづくりの教室「すまい塾」の開催

実物大カットモデルで、構造体の
見えない部分を確認

「シャーウッドSMJ構法」の
接合部の違いを体験

敷地面積１万８４６２ｍ２

展示場だけでは確認できない構造や性能を
「住まいの夢工場」で体験・納得

暮らしのイメージと
課題の解決手法を提示。
地域との交流拠点にも

　モデルハウスは、地域特性や立地環境
を踏まえた住まいのあり方や、今後求め
られるライフスタイルなどを提案する、お
客様との出会いの場です。敷地や要望に
対する解決手法を具体的に提示している
ので、住まいづくりのヒントを見つけてい
ただくことができます。平屋から4階建て
まで、構造は鉄骨系・木造系、設計も都市
型・郊外型・環境配慮型・ペット共生型・
店舗併用型など、多彩なモデルハウスを
全国で展開しています。
　また、モデルハウスをコミュニティサロ
ンとしても活用。オーナー様や地域の
方々との交流を深めています。

フルフラットの大開口により内と外をつなぐ
「スローリビング」を提案（万博ビー・サイエ展示場）

ガーデニングや収納計画など、
身近なテーマでセミナーを開催

「耐震」「免震」の
違いを、大地震
の揺れを再現し
て体験できる
「安震館」の見学
風景

バス見学会には
毎回多くの見学
者が参加します

「関東 住まいの夢工場」には、ＣＯ２排出量削減や省エネルギーの工夫を紹介する「住まい環境館」、耐
震性を中心とした構造について体験学習できる「Ｂｅ Ｔｅｃｈ館」、子育て家族を想定して生活のヒントを
提案する「くらしのアイディア館 小林さんち。」、全灯ＬＥＤ照明による新しい住まいの光環境を体感で
きる「くらしのあかり館」など、多彩なテーマ館を設置。楽しみながら学べる住まいのテーマパークです。
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加齢に伴う身体変化を考慮し、バス・トイレ・キッチンなどについて研究。
さらに進化した「スマート ユニバーサルデザイン」として展開しています

住まいができるまで

個別設計

　窓口となる営業担当者は、お客様の多種多様な要件を
プラン提案に反映させるため、まずは丁寧にヒアリングを
行います。家族それぞれの趣味や好み、ライフスタイル、
ライフステージについてはもちろん、将来の計画や資産活
用の意向などについても確認しながら打ち合わせを進めま
す。敷地調査の際は、近隣の建物の状況や周辺環境まで
含めて綿密に確認。これらは、将来の暮らしまで考慮した
アドバイスや提案を行う上で、当社が大切にしているプロ
セスです。
　プランニングの過程では、お客様とのイメージ共有が大
事です。営業および設計担当者のスキルアップはいうまで
もなく、それを補完する各種システムを駆使。例えば、お
客様の敷地条件、家族構成、ライフスタイルに合わせて最
適な環境技術を提案するため、環境シミュレーションツー
ルを活用しています。
　安全・安心な住まいづくりのために重要な構造計画。
耐力壁・梁・柱などの配置補助・構造計算・納まりチェッ
クなどの機能を備えた独自の構造計画システムを開発し、
活用しています。複雑で独創的なプランも、構造部材の適
正な配置が可能です。生産工場ともデジタルデータで連携。
精度の高い構造計画により、安全性を盤石なものにしてい
ます。内装の打ち合わせでは「ＳＨＩＣシステム」を活用

当社が３０年以上前から取り組んできた「生涯住宅」思想に基づ
くユニバーサルデザイン研究は、人間工学実験の成果に基づき、
誰もが安全で快適に暮らせる住環境を生み出しています。子ども
の成長を促す工夫を取り入れた「キッズでざいん」は、設計を子ど
も目線で考える研究から生まれました。他にも「省エネ・防災住
宅」、ペットと暮らす「ディア・ワン」、共働きファミリーのための「ト
モイエ」など、新しい暮らし方の研究・提案を進めています。

研究開発

当社は、創業以来「邸別自由設計」を基本としてきました。きめ細かいコンサルティングによっ

て、お客様それぞれに合わせた住まいを提供するために、ハード・ソフト両面にわたる地

道な研究を重ね、各工程における品質向上に努めています。工業化住宅のメリットを生か

して構造安全性を確保しながらも、設計の自由度を高めて十人十色の要望に応えるため、

独自の構法や生産・施工のシステムを開発し、進化させてきました。

「人」と「技術」が支えるオンリーワンの住まいづくり

提案力向上のため、資格取得を奨励しています。建築士が4874人※（一級建築士2157人、
二級建築士2717人）、お客様に生涯設計などのアドバイスを行うファイナンシャル・プラン
ナーが2861人※（ファイナンシャル・プランニング技能検定1級・2級・3級）在籍しています。

提案力向上につながる国家資格の取得を奨励

さらに、高いハードルを課した社内資格認定制度を設けています。建築計画や意匠・設計
監理能力に優れ、実績のある当社一級建築士の中から厳しい審査を経て認定された「チー
フアーキテクト」（70人）、ユニバーサルデザインに関する高度な知識・技能を持ち、事業所
内で統括・指導にあたる「SH-UDマスタープランナー」（256人）、造園植栽の専門家「グ
リーンエキスパート」（45人）などが活躍しています。

信頼を高める社内資格の取得も推進

ソフト分野の研究

千差万別の要望に応える
「邸別自由設計」

独自の構法や新素材、
新しい暮らし方を研究開発する
「総合住宅研究所」

　住まいの安全性・快適性を追求し、品質の向上を図ることは、
住宅メーカーの使命です。当社は１９９０年に「総合住宅研究所」（京
都府木津川市）を開設。住まいづくりに関するハード・ソフト両分
野の研究開発を行っています。
　建築物の振動実験や建材の耐久実験などにより、耐震性や居住
性を検証。自社内での性能検証は、迅速な課題発見と解決につな
がり、独自の３階建て構法「βシステム」や制震システム「シーカス」
など、多くの成果を上げてきました。ユニバーサルデザイン、新しい

※重複あり。２０１１年４月１日現在

敷地調査で、ガス・水道の引き込み個所をチェック

子どもの生きる力をはぐくむ「キッズでざいん」の空間づくり。身体・動作
計測データに基づき、不慮の事故防止にも配慮します

積水ハウスの住まいづくり5実践報告

「コンサルティング・ハウジング」による「邸別自由設計」が積水ハウスの基本

●「住宅防災」への取り組み　●防犯への配慮　●ユニバーサルデザインから「スマート ユニバーサルデザイン」へ　●健康への配慮　●部材生産品質向上のために　●施工品質向上のために　WEB関連項目
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積和建設を中心とした施工組織を整備 当社には一級・二級建築施工管理技士
が１４２８人（重複あり）在籍しています

住宅内のＶＯＣ濃度やアレ
ルギー原因物質を調査。研
究成果が「ケミケア仕様」
につながりました

人工気象室での断熱性検
証実験

生 産

　当社の工場では、メーターモジュールに
よる柱・梁などの主要構造材や外壁材を生
産し、高品質な部材の安定供給を実現して
います。「邸別自由設計」を基本とする当
社では、工場へのオーダーもお客様の邸名
で発注され、生産がスタートします。
　工場ラインの整備、自動化、ハイテクノ
ロジー機器の導入などにより、多品種少量
生産を効率的・合理的に進めています。ま
た、厳しい基準による原材料の選定、抜き
取り検査など、専任担当者による厳密な品
質管理体制を整備。「コンサルティング・ハ
ウジング」を生産の側面から支えています。

　住まいの品質は、建築現場における施工の精度によって左右されます。当社では、独自の構法
を用いているため、専門の知識・技能が必要です。「責任施工」体制のもと、当社が１００％出
資する積和建設や、協力工事店を中心とした施工組織を確立。手順やルールを厳密に指定した「施
工技術マニュアル」を整備し、高い施工精度を確保しています。常に施工の精度と効率を高める
工夫を重ね、独自の工法や建設機械なども生み出してきました。さらに、各種研修や検定制度に
より、職方の知識と技能の向上を促すことで、工事能力の強化を図っています。

施 工

性能の実験・検証により、新しい技術や素材を開発していま
す。構造体の強度を検証する振動台実験や水平加力実験、
独自の部材構成で音の響きを調節する内装システム実験、屋
外暴露による部材の耐候性実験などを通じて、建築技術や
構法などの研究を行い、住宅性能の向上に取り組んでいます。

２０１０年１１月、静岡工場に５０周年記念商品「ビー・サイエ」
などの鉄骨構造システムを生産する、１２７台のロボットによる
自動化ラインを導入。従来６０％だった自動化率を９５％に高
めました。自由設計で受注した住宅ごとに生産を行う「完全邸
名別生産」を実現。レーザーセンサーにより、形状や溶接位置
を毎回確認するなど、製品精度や品質がさらに向上しました。

静岡工場の新製造ライン

「総合住宅研究所」には体験型学習施設「納得工房」を併設

安全・安心な住まいづくりのために重要な地盤・基礎。当社では、その調査・設計に携わる
技術者向けに専門の研修を実施し、修了者を認定しています。現在「地盤調査主任技術
者」２２８人、「基礎設計主任技術者」９４６人が活躍しています。また、基礎・外装・内装の
施工に携わる職方を対象にした厚生労働省認定「セキスイハウス主任技能者検定」の合
格者は、累計で１万３８７２人に上ります。

独自の社内資格や認定制度を設け、施工品質の向上に努めています

ハード分野の研究

多品種少量の「邸別生産」が基本。
生産効率との両立で、高品質な部材を供給

専任体制と優れた技術が生み出す
高い施工品質

環境技術や暮らし方の研究にも取り組んでいます。
（２０１０年度 特許出願４２件、２０１０年度末 特許保有９６１件）

多品種の軸組を「完全邸名別生産」
できる自動化ラインは住宅業界初

１９７９年に住宅
業界初の実大振
動実験を実施。
その後も実験・検
証を重ね、「免
震」や「制震」など
の技術を生み出
してきました

自社工場で高精度
のオリジナル部材
を生産

部材は邸名別に生産・出荷。担
当者はお客様の顔を思い描きな
がら、品質向上に努めています

●R&Dの拠点「総合住宅研究所」　●社内資格制度
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●アフターサービス　●サステナブル デザイン ラボラトリー　●循環型社会の形成につながるリフォーム事業　●「エバーループ」～オーナー住宅買取再生事業　●お客様とのコミュニケーションWEB関連項目

いつまでも安心・快適に
当社は長期にわたり住み継いでいただくための保証制度を充実させています。独自に設けた「20年保証制

度」に加え、10年ごとの再保証を継続する「ユートラスシステム」を設定。アフターサポートに関しては、全

従業員の約1割を占めるカスタマーズセンターの専任担当者が対応しています。また、リフォームや建て替

え、住み替えに対応する体制も整備し、住宅を供給する企業の社会的責任として、いつまでも安全・安心・

快適な暮らしを提供できるよう、取り組んでいます。

引き渡し後も、末長いお付き合いを継続

※１ 積水ハウスでは、構造躯体と雨水の浸入を防止する部分について、長期２０年保証（防水については
       １０年プラス１０年延長）を適用しています。ただし１０年目の無料点検・有償補修を行うことが前提です。
※２ 「ユートラスシステム」は有料点検・有償補修を行うことで、その後１０年間を保証します。

※商品型式・地域・プランにより一部対応が
　異なる場合があります。

当社の新築住宅は、建物の耐用性能と、利
用上の安全性・省エネルギー性などを認
定基準とする「長期優良住宅」に、標準仕
様※で対応しています。また、建物の構造
や仕様、各種認定などの基本情報、点検
結果や補修記録、メンテナンスプログラム
などを網羅した住宅履歴情報の蓄積・更
新台帳「いえろぐ」で、オーナー様に代
わって情報の保管や更新を行っています。

標準仕様で「長期優良住宅認定制度」に対応

住まいの履歴書「いえろぐ」

カスタマーズセンターが定期点検やメンテナンスを担当

カスタマーズセンターを中心とした
アフターサポートの窓口
※積水ハウスリフォーム㈱の拠点含む

　住宅の瑕疵担保責任が2年しかなかった時代に、当社は構造躯体と防水性能につい
て10年保証制度を導入（1982年）。その後、2000年から保証期間をさらに延ばし、20
年保証※1を行っています。2000年に施行された住宅の品質確保の促進等に関する法律
（品確法）で義務化された10年保証に、さらに10年を加えた独自の長期保証制度です。
　また、これに先立ち1999年には、20年目以降も10年ごとの有料点検・有償補修を行
うことで、再保証を継続する「ユートラスシステム※2」を創設。長期保証制度を充実させ、
住まいを長く住み継いでいただくためのアフターサポートを徹底しています。

長期保証 長く住み継いでいただくため　
法定基準以上の保証期間を設定

　当社では、全国31カ所※に設けたカスタマーズセンターがアフターサ
ポートを担当しています。全従業員の約1割を占める1400人の専任担当者
が、入居後の迅速・確実なサポートを行いながら、住まいのアドバイザーと
して、オーナー様からのさまざまな相談に応じています。基本の定期点検
は「3カ月」「12カ月」「24カ月」「10年」。その他、オーナー様の希望に応じて
点検・メンテナンスを行っています。

定期点検・
メンテナンス

地域密着で安心を届ける
約 1400 人の
カスタマーズセンタースタッフ

※２０１１年４月３０日現在

（20年点検以降は有料です）

引き渡し 5年目 10年目 15年目 20年目 30年目

ユートラス
システム

ユートラス
システム

積水ハウスの
アフターサポート
責任保証期間

20年保証制度

あらゆる新築住宅に
義務付けられた
瑕疵担保責任期間

品確法

「20年保証制度」と「ユートラスシステム」 

点検点検 点検 点検 点検

日常生活での細かいことまで
相談に応じます

積水ハウスの住まいづくり5実践報告
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・・・そして、次のお客様の新たな一邸へとつながっていきます。

　リフォームの要望には、全国40カ所に営業所を設け、一貫した住まいづくりの思想を
受け継ぐ積水ハウスリフォーム㈱が対応します。家族構成やライフスタイルの変化に合
わせ、間取りの変更や断熱性など性能向上のためのリフォームを提案。詳細な住宅履歴
情報をもとに、高品質の部材や最新設備を用いて純正リフォームを行います。

リフォーム

内装だけでなく、暮らし方を変える純正リフォームを実施

純正リフォーム技術により、構造や内・外装、間取り、設備を最新仕様に再生

入居1年目にオーナー様に記入していただく「お客様アンケート」をもと
に、サービスや商品の見直しを行い、関係各部署にフィードバック。キッ
チンスペースの適切なサイズ設定や、バルコニーのオーバーフロー管
の改良など、具体的な設計改善や仕様の改良に生かしています。

「お客様アンケート」を設計・仕様改良などに活用

地震、台風、集中豪雨などの自然災
害発生時は、積水ハウスグループを
挙げて迅速にオーナー様を支援。救
援物資の輸送なども実施。

迅速な災害時対応安心の休日対応
カスタマーズセンターの定休日に
は、本社内の「カスタマーズセンター
休日受付センター」がオーナー様か
らの電話を受け付け、相談に対応。

オーナー様に対し、会員制ホームページの開設や定期発行の情報誌
を通じて、コミュニケーションを継続しています。

オーナー様への情報提供とコミュニケーション

環境に優しいライフスタイルやガーデニ
ングなど、暮らし方の工夫を紹介

「Ｎｅｔオーナーズクラブ きずな」情報誌

戸建住宅のオーナー様に「きずな」（約 65万部）
賃貸住宅のオーナー様に「メゾナー」（約 10万部）
分譲マンションのオーナー様に「ｇｍ」（約 3万 8０００部）

東京都国立市に設けた「サステナブル デザイン ラボラ
トリー」では「エネルギーを効率良く利用する」「地球
環境に優しい材料を使う」「自然と調和した暮らしを
楽しむ」をテーマに、日本の伝統的な暮らしの知恵に
学び、次の時代の住まいづくりを模索する研究を進め
ています。実験による数値データの検証だけでなく、
心地よさの評価など生活者目線で研究を行っている
ことが大きな特徴です。　（見学者累計　５１８１人）

未来の「安全・安心・快適」な暮らしを長期的視野で研究・検証

アンケート結果を「データ
ぱる」にまとめ、お客様へ
の提案に役立てています

縁側空間や通気天窓など、自然
を取り込み、快適に暮らす工夫
を随所に盛り込んでいます

来館者の体験が
貴重なデータに

AfterBefore

AfterBefore

ニーズに合わせた純正リフォームで
「いつもいまが快適」を実現

　オーナー様が住まいを売却する際は、建築した当社が適正価格で買い取り、最新仕様
に再生し、新しいオーナー様に引き渡します。住まいの長寿命化とともに、日本の住まい
を社会資産として消費型から循環型に変えていく取り組みです。　　　　　（P.４３参照）

再生住宅 愛着ある住まいを社会資産として生かす
積水ハウスの再生住宅「エバーループ」

● 「サステナブル デザイン ラボラトリー」

総合住宅研究所（京都府木津川市）内の「納
得工房」は、住まいづくりにおいて大切なこ
とを五感で確認・比較し、理解を深めること
ができる施設です。来館者アンケートの結
果は、新たな研究開発や、これからの住まい
と暮らしのあり方の提案に役立てると同時
に、生活者データとして広く社会に発信して
います。　　（年間来館者　４万４４１４人）

● 体験型学習施設「納得工房」
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当社の住まいの品質は、「運命協同体」として志を共有しているグループ会社、協力工事店の一人ひとりによって支えられています。

全国の積和建設３1社、約７０００社の協力工事店で組織される「積水ハウス会」とともに、当社はお客様の満足追求という理念のもと、

専門知識や技術のレベルアップを図り、さらなる施工品質の向上や次代を担う人材の育成などに、一丸となり取り組んでいます。

「運命協同体」として、お客様の満足につながる
施工品質の向上と、技術の伝承に取り組んでいます

6
実践報告 グループ会社・

　協力工事店とともに

一人ひとりがお客様側に立ち、意見交換。
積極的な改善提案で、施工品質を高めています

　一高建設が所属する「東京セキスイハウス会」北支部では、「施工

に携わる全員で課題を解決していこう」という意識が一人ひとりに

浸透しています。技術や安全面についての分科会を設け、毎回班長

を中心に職方全員で課題について話し合い、改善策に取り組んで

います。施工品質については、「技術ＣＳ分科会」で日ごろ感じてい

るさまざまな課題を協力工事店の代表者全員が施工品質会議の

場で発表。同時に、その解決に向けたスローガンを考案してポス

ターなどを作成し、周知徹底を図っています。目的達成までの間、

積水ハウスの支店、積和建設、協力工事店の全員が徹底して実践

するので改善のスピードは想像以上に早くなりました。何より「お

客様に満足していただける住まいづくりのために、現場を変えてい

こう」という意識を共有することによって、連帯感が強まっている手

応えがあります。

早急の課題は若手の育成。目標にしてほしい社内資格取得

「お客様満足（CS）」の向上を、職方全員で考える

「東京セキスイハウス会」北支部 協力工事店　一高建設㈱を訪ねて

　積水ハウスの住まいづくりの現場には、元請け・下請けという概

念はありません。互いの立場を尊重しながら、お客様のために何が

できるかという志を持つ「運命協同体」としてはぐくんできた企業風

土が、施工の効率化、現場美化、マナー、安全面の強化などの原動

力となっています。施工現場の職方の自主性も高まり、「この現場で

は自分たちが積水ハウスの代表だ」という自覚を強く持つことで、

ベテラン、若手共に、現場を訪れるお客様からの質問に対し、より丁

寧に、詳しく説明する機会も増えています。今後も、各工事店に主任

検査員やカスタマーズセンター担当者を招いて行う勉強会の開催

などで、さらにＣＳの強化を図っていきます。

　現在、一高建設には８人の大工職がいます。積水ハウスとは３３

年来のお付き合いですから、ベテラン陣は皆、商品知識が豊富で、

現場では若手の技術指導にあたっています。しかし、次第に高齢化

が進み、技術の伝承が課題になってきました。「教育訓練センター・

訓練校」での教育や、経験の浅い職方が受講できる「ＳＴＥＰ研修」、

匠の象徴として若手の目標になる「施工マイスター」の認定などは、

住まいの品質をさらに高めるための貴重な仕組みなので、グループ

内での一層の活用と浸透を願っています。

　また、若手育成には日々安心して働ける環境づくりも不可欠で

す。年間工事量の平準化に伴う収入面の安定や、「セキスイハウス協

力会」の積立年金制度などの福利厚生も協力工事店への大きな支

援であり、将来にわたって人材の確保にもつながると考えています。

これからも積水ハウス、積和建設と心を一つに、お客様の満足実現

のための協働を続けていきます。

一高建設㈱ 代表取締役社長
「東京セキスイハウス会」北支部 副支部長

長谷川 光一

詳しくはWEBへ
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都心の施工現場は道路幅や建物間口、隣地間距離に制限がある場
合も多いため、施工をスムーズかつ安全に行うための工夫と細心の
注意が求められます。施工現場で特殊工法が増えてきたという、積
和建設東東京㈱の現場を訪ねました。

それぞれ条件の異なる現場で、
多彩な工法を駆使してスムーズな施工と
安全対策を強化

一高建設㈱ 内装大工  

大木 信之

お客様に喜んでいただけるよう、
自分の引き出しを多く持ちたい

　実績、技術力、技能の指導力などが優れた職方を対象に、「施工マ
イスター」を認定。モチベーション向上を図ることで、一層の施工品
質のレベルアップにつなげていきます。2010年度は45人が認定さ
れました。

匠の象徴「施工マイスター」制度を新設

担当者の声 

積和建設東東京㈱ 代表取締役社長 竹花 嗣生

施工現場は、
お客様と交流を生むリアルな展示場

担当エリアでは年間800～900棟の工事を行っていますが、私たちは住まい
という商品だけを売っているのではありません。作業がスピーディーかつ丁
寧であることはもちろん、施主様や近隣の方とのあいさつやコミュニケー
ションも重要です。一人ひとりが安全対策、騒音対策に注力しながら、リアル
な展示場としての現場づくりを行っています。

積和建設東東京㈱ 工事部建方工事課 玄 光裕

近隣配慮と現場美化が、
私たちにできる「営業活動」

都心部の工事では近隣の方々への配慮が不可欠です。日曜日は作業を極力
行わず、土曜日に作業を行う場合も、騒音の少ない部材の積み下ろしを中心
にするなど、細心の注意を払っています。また、施工現場の整理整頓も安全
対策につながる重要な要素で、この近隣配慮と現場美化の徹底は、私が施
工管理者としてできる重要な「営業活動」だと考えています。お客様目線の現
場づくりを、これからも推進していきます。

㈲筒井工業 職長 筒井 実

施工品質に直結する安全確認を徹底

住宅密集地の３階建て以上の現場では、先行設置する足場づくりやクレー
ン操作の際、隣地との距離が近いため慎重を期しています。職長として心
掛けているのは安全確認の徹底です。行き届いた安全管理は施工品質の
要。結果的にお客様の住まいの仕上がりにも直結するので、今後も真摯に
取り組んでいきます。

一高建設㈱ 内装大工  

大津 寛秀

住まいづくりに大切な
大工の心構えを伝えています
住 づく

担当者の声 

　３３年間、積水ハウスの現場一筋で施工品質の向上に努めてき

ました。内装大工は最初の３年間で基礎を身につけ、和室の仕上げ

などマニュアル通りにはいかない部分については自分のやり方を

見つけて、解決していかなくてはなりません。現場では若手の指導

役というより、一緒に住まいづくりにかかわる同士として、大切な大

工の心構えも伝えています。知識や技術の吸収が早いので、可能性

がどこまで伸びるのか楽しみです。

　内装大工として４年目を迎えました。伝統的和室の造作などで

は、もっと自分の技術の引き出しをつくらなければと痛感します。定

められた施工期間内に、１００％納得できる仕事ができてこそプロ

だと思っているので、大津さんと担当する現場では毎日が勉強で

す。お客様の一生に深くかかわるこの仕事のやりがいを大切にし

て、がんばっていきたいです。

●取引先とのコミュニケーション　●施工現場での労働安全衛生確保　●施工現場の安全衛生活動　●安全衛生教育研修　●労働安全衛生マネジメントシステム　●施工品質向上のためにWEB関連項目

積水ハウス
事業の
共存・共栄 （積和建設・協力工事店）

積水ハウス会

施工品質の向上

援助・助成の充実安全衛生の徹底

●各種研修 ●主任技能者育成

●職長教育 ●安全衛生教育 ●補償制度 ●助成金支援

●「施工マイスター」認定

●「私のアイデア-２１」公募

●施工品質会議

●教育訓練センター
　訓練校

■お客様満足を実現する「運命協同体」としての取り組み

品質向上

安全対策

ゼロ
エミッション

現場美化

足場上部に現場仮設型天井クレーンを設置し、躯体・外装工事を施工する、
オリジナルの「ガータークレーン」
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●従業員とのコミュニケーション　●人材サステナビリティ　●女性活躍の推進　●ワーク・ライフ・バランスのための制度　●障がい者雇用の推進　●人材育成　●労働安全衛生WEB関連項目

　２００６年の「女性活躍推進グループ」設置から４年以上が経過しまし

た。この間、全国の女性営業担当者や展示場接客担当者を対象にした交

流会の実施など、女性従業員の活性化に向けたさまざまな取り組みを通

じて、いきいきと働く女性たちが増えてきました。日々の働きやすさだけで

なく、自分自身が活躍することで、「もっと積極的に働きたい」と思えるよ

うな職場づくりを目指します。

　また、人材育成に関しては、同エリアの女性営業推進委員が先輩メン

ターとして対応し、各エリアの人員構成に合わせた勉強会を実施するな

ど、きめ細かな体制を確立。今後もさらに活躍の場を広げていきます。

「女性活躍推進グループ」が　　　　
長く活躍できる職場環境をサポート

２００６年３月、人事基本方針として「人材サステナビリティ」を宣言。個人の能力や可能性を最大限に発揮できる環境・仕組

みづくりに取り組んでいます。女性の活躍推進やワーク・ライフ・バランスの取り組みで、従業員一人ひとりがいきいきと働け

る職場づくりを目指しています。　　　　

一人ひとりが能力を発揮し、
いきいきと働き続けられる職場づくりを推進中です

7
実践報告

従業員とともに

「名古屋市女性の活躍推進企業」に
認定されました　
当社は２０１１年１月、「平成２２年度 名古屋市女性の
活躍推進企業」認定・表彰式で最優秀賞を受けました。
意識改革、仕事と生活の調和推進、女性の活躍の三つ
の視点で審査され、実績が高く評価されました。

育児休業から安心して復帰できました

　2010年４月に復帰し、２
歳の息子を保育園に預けて
働いています。復帰当初は仕
事と育児の両立が不安でし
たが、周りのサポートのおか
げで、お客様にも柔軟に対応
できています。「女性営業交流会」で情報交換できるのも心
強いです。復帰後は育児などの経験を住まいづくりの提案
に生かせるため、お客様に親近感を持っていただけるように

なりました。こうした経験を生かして、
お客様とより良い人間関係を築きつつ、
営業活動に励んでいきます。

交流会の開催などで女性営業担当者の活躍を支援

高崎支店  黒田 笑子

成功体験の共有が、次の力につながります

　展示場メンバーと行う
ロールプレーイングで常に
基本に立ち返り、ご案内の
際の改善点を話し合い、「出
会いの舞台づくり」「最高の
おもてなし」を考えています。

暮らしに役立つ情報をメンバーで共有し、独自に工夫した
プレゼンテーション資料も作成。「展示場接客担当者 基礎研
修」にも参加し、成功事例の共有化を図るなど、良い刺激を受
けています。お客様が楽しみながら、夢を
より膨らませていただけるような接客で、
住まいづくりをサポートできるようになる
ことが、今後の目標です。

宇都宮支店  見木 則子

15人

2007年度

営業部門の表彰基準に「展示場接客担
当者 特別表彰」を2010年度から設けま
した。お客様への最高のおもてなしを目
標とし、優秀な成績を収めた社員を表彰
する機会をつくり出すことで、さらなるモ
チベーションアップにつなげています。

「展示場接客担当者 特別表彰」

女性管理職の推移
（積水ハウスグループ合計）

女性営業交流会 展示場接客担当者 基礎研修

28人
23人

18人

2010年度

2009年度

2008年度

展示場接客担当者のスキルアップを促進
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　２００７年にグループ全体で１５人だった女性管理職数が２０１０

年には２８人まで増加。今後も女性の採用・登用をさらに進める

とともに、その能力を十分に発揮し、長く働き続けられる環境をつ

くるための施策を充実させていきます。

　特に、育児支援のための諸制度の充実や、育児休業制度、短時

間勤務制度の利用促進の取り組みなどは、能力ある従業員の多

様な働き方と活躍機会を増やすという意味でも重要です。積水ハ

ウスリフォーム㈱では、営業職である「リフォームアドバイザー」

を積極的に採用。仕事と育児を両立しやすい職場環境づくりに向

け、「週休3日制」も選択することができる勤務体制を取っており、

現在、全体の約3割がこの制度を利用しています。

　今後も男女の区別なく、多様な働き方を推奨していくことで、

ワーク・ライフ・バランスの充実につなげていきます。

ワーク・ライフ・バランスを支援し、
多様な働き方をサポート

2008年

2009年

2010年

■職群転換制度応募者数（白文字は実際に職群を転換した人数）

5人 5人
13人7人

8人6人

　新卒採用後に「生産技能職群」「一般事務職群」から「営業技術

職群（総合職）」に転換できる「職群転換（チャレンジ）制度」や、「こ

こで働きたい」という従業員の意欲を可能な限り尊重し、新たなス

テージで持続的に力を発揮し、活躍できる「人材公募制度」を導入

しています。また、退職した従業員がキャリアを再び生かせる「退

職者復職登録制度」、国際的な社会貢献活動に参加する従業員を

支援する「ボランティア休職制度」、年休を２年以上繰り越せる

「積立年休制度」なども充実させています。障がい者雇用率は、算定

方法の変更により、２０１0年2月1日時点では1.66％となりました

が、２０１1年度は部門ごとに雇用枠を設け、改善を図ります。

持続的に力を発揮できる
人材活用を推進

2008年

2009年

2010年

■短時間勤務制度利用者数

164人

72人

105人

2008年

2009年

2010年

■育児休業制度利用者数（短期間の利用を含む）

男性30人 女性87人 117人
女性81人男性33人

女性72人男性53人 125人

114人

2008年

2009年

2010年

■人材公募制度応募者数（白文字は公募のあった職場に実際に配属された人数）

23人 239人

120人12人

33人20人

男性従業員の制度利用を啓発していきます

　男性の育児休業取得促進のため、率先して取得。不安はあ
りましたが、上司、同僚は理解してくれて、休業中の業務につ
いても快く協力してくれました。20日間にわたる育児休業の
取得で時間に対する意識が変わり、効率的な仕事の工夫や
自己啓発にも前向きに取り組むようになりました。今はなる
べく早く仕事を終えるように心掛け、帰宅後は子どもたちと
一緒に過ごす時間を持つようにしています。これから制度を
利用しようと考えている男性従業員を応援し
つつ、ワーク・ライフ・バランスがより浸透する
職場の雰囲気をつくっていきたいですね。

育児休業制度の利用者が増加

積和不動産関西㈱ 人事部   久保元 将則

「週休３日制」で、家庭との両立が図れました

　お客様の人生の節目となる住環境改善をお手伝いできる
「リフォームアドバイザー」の仕事にやりがいを感じ、入社し
ました。普段は「週休３日制」を利用し、平日と日曜に休みを
取っています。子どもの習い事への付き添いや家族との時間
を持てるので、家庭と仕事のバランスが取れた生活を送って
います。職場には子育て中の女性や「週休３日制」の利用者
も多く、子どもの病気や親の介護など、互いの状況をオープ
ンに話し合える環境があります。今後もメリハ
リのある生活で、仕事もプライベートもより充
実させていきたいです。

勤務スタイルの選択が広がる

積水ハウスリフォーム㈱  大阪南営業所  岡本 越子

育児休業者のスムーズな職場復帰と、有意義な育児生
活を支援するインターネットプログラム「wiwiw（ウィ
ウィ）」を導入。メニューは、社内情報や職場復帰に役立
つ情報、育児に関する情報のほか、オンライン講座も。
休業中も会社との一体感が保てるので安心できます。

育児の合間でも利用可能な支援プログラムを導入

2008年 2009年 2010年

■障がい者雇用率（毎年2月1日時点）
1.90％

2011年

1.77％ 1.80％
1.66％

な育児生
wiw（ウィ
帰に役立
ン講座も。
きます。

プログラムを導入
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人々の暮らしと地域社会にかかわる事業を営む当社は、地域と社会の一員として、さまざまな社会貢献活動を進めていま

す。企業理念の根本哲学「人間愛」を活動理念に掲げ、「住文化向上」「次世代育成」「環境配慮」を柱に、本業を通じた活動

はもちろん、「従業員のボランティア活動、チャリティー参加」「ＮＰＯ・ＮＧＯとの協働、活動支援」「教育機関と連携した教

育支援活動」などで、一人ひとりの自発的活動が可能な仕組みづくりや、地域に根差した活動を続けています。

「住文化向上」「次世代育成」「環境配慮」を柱に、
自発的活動を促す仕組みをつくり、取り組んでいます

8
実践報告

社会貢献活動

社会的活動を担うＮＰＯを支援する
従業員との共同寄付制度
「積水ハウスマッチングプログラム」

 ■「積水ハウスマッチングプログラム」の仕組み

積水ハウスマッチングプログラムの会

積水ハウス環境基金
生態系の保全など地球環境保護に
かかわる活動分野の支援

次世代の育成にかかわる
活動分野の支援

応募 審査・助成

助成先
（任意団体、NPO、教育機関など）

従業員
希望の基金を選択し、給与から
積み立て（参加は個人の任意） 会社が同額を寄付

会社

積水ハウスこども基金

（事務局：CSR室）  理事（５人）、監事、社外アドバイザーで協議理事会

プログラム助成 基盤助成

企業理念の根本哲学　「人間愛」

（　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）

　従業員との共同寄付制度「積水ハウスマッチングプログラム」（会員

数約１７００人）を２００６年度から開始。ＮＰＯなどの団体を支援し

ています。このプログラムは、従業員が給与から希望する金額（１口１

００円）を積み立て、それに当社が同額の助成金を加えて寄付する仕

組みです。「積水ハウスこども基金」「積水ハウス環境基金」の２基金が

あり、会員代表で構成する理事会で支援先を決定します。

　「積水ハウスこども基金」は、「子育ての社会的環境整備に向けて従

業員が協力、参加している」「ＮＰＯ法人などからのフィードバックが

ある」と評価され、第４回キッズデザイン賞※（ソーシャルキッズサポー

ト部門）を受賞しました。また、さらに多くの従業員の社会参加を促す

ため、活動参加情報の提供など、会員への情報充実を図っています。
※主催 ： ＮＰＯ法人 キッズデザイン協議会

■２０１０年度の助成先

プログラム助成 【 11団体１403万円 】 基盤助成 【 １９団体３８０万円 】

●こども基金　５団体６９５万円   
●環境基金　６団体７０８万円

●こども基金　９団体１８０万円   
●環境基金１０団体２００万円

● ＮＰＯ法人　アトピッ子地球の子ネットワーク
● ＮＰＯ法人　ＡＤＲＡ　Ｊａｐａｎ
● ＮＰＯ法人　ＣＡＰセンター・ＪＡＰＡＮ
● ＮＰＯ法人　国境なき医師団日本
● ＮＰＯ法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

● ＮＰＯ法人　アサザ基金
● ＮＰＯ法人　白神山地を守る会
● ＮＰＯ法人　日本国際ボランティアセンター
● 公益社団法人　日本国際民間協力会（ＮＩＣＣＯ）
● ＮＰＯ法人　みどり大阪
● ＮＰＯ法人　緑の地球ネットワーク

　旧校舎は狭く、吹き込む雨で土の床

がぬかるむなど学習環境は劣悪でし

たが、新校舎の完成で環境改善ととも

に十分な教室数を確保することができ

ました。こどもたちは勉強に集中でき

るようになり、地域コミュニティ全体の

教育に対する関心も高まっています。

ＮＰＯ法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

今村 郁子氏

助成団体名：ＮＰＯ法人 ワールド・ビジョン・ジャパン
助成事業名：バングラデシュ人民共和国　モラザニ小学校建設支援事業

新校舎

授業風景

こども基金 助成先団体の声

小学校の新校舎建設で、
こどもたちの学習環境を改善

プログラム助成内訳 

こども基金 環境基金

環境配慮次世代育成住文化向上

従業員のボランティア活動 チャリティー参加 国際協力 緊急支援

NPO・NGOとの協働 活動支援 教育機関と連携した教育支援活動 事業活動を通じて

●社会貢献活動の考え方・指針　●住文化の向上　●次世代育成　●環境配慮　●社会への啓発活動　●障がい者の自立支援　●NPO・NGOとの協働　●積水ハウスマッチングプログラム　　　　　　WEB関連項目
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　地球温暖化防止、環境保全を推進する

ためには、次世代を担うこどもたちへの啓

発活動も大切です。当社は「エコ・ファース

ト企業」（Ｐ．29参照）として環境大臣と取

り交わした三つの約束を楽しく学べる体

験学習プログラムを実施しています。

こども向けに
三つの環境教育プログラムを実施

　１９９６年、「六甲アイランドＣＩＴＹ」（神戸市東灘区）と深いかか

わりのある当社とＰ＆Ｇ社が共同で、神戸市における国際的・文化

的なコミュニティづくりに資する事業や活動を助成する基金を設立

しました。ＮＰＯなど多くの団体の活動を支援しており、２０１０年度

は３８件の活動に合計２２００万円を助成。助成累計は計３億２５７

８万円となりました。

　２００５年度から、学生とともに住空間デザインを考える産学共働

の商品企画プロジェクト「地球にやさしい住生活デザインコンペティ

ション」に参画、運営に協力。住空間における環境意識を高め、暮らし

の質を向上させる商品の企画、産学の連携強化、学生間の交流促

進、若手デザイナーの育成を主目的に開催しています。

　２０１０年度は全国６３大学・２６７作品の応募があり、関東・関西

でそれぞれ最優秀賞１作品、優秀賞１作品などが決定しました。

国際的・文化的なコミュニティづくりを支援する
公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」

「地球にやさしい住生活デザイン
コンペティション」に全国６３大学が参加

■基金の仕組み

積水ハウス
・
P＆G

助成先
助成先
助成先

公益信託の設定

重要
事項
の承
認

助成先の審査・選考

重要事項の同意

（指示勧告）

助成金  申請・給付
資金の拠出

信託管理人 基金運営委員会財産管理 日常運営 公益活動

（委託者）

住友信託銀行
（受託者）

（受益者）

兵庫県（主務官庁）
申請・許可・監督

　総合住宅研究所の一角を、日本の住生活研究の礎を築いた故京

都大学名誉教授 西山夘三氏が生涯にわたり収集・創作していた研

究資料約１０万点を保管するＮＰＯ法人 西山夘三記念すまい・ま

ちづくり文庫（京都府木津川市）に提供し、活動を支援。２００２年

から開催の「すまい・まちづくりフォーラム関西２１」への協賛もそ

の一つで、２０１０年度までに計２７回、本社のある梅田スカイビル

や総合住宅研究所などで開催。

次代のすまい・まちづくりの持続

的発展につながる情報発信や、

市民と専門家、行政と民間、メー

カーとユーザーなど、新たな関

係の構築に寄与しています。

ＮＰＯ法人 西山夘三記念
すまい・まちづくり文庫への協力

　２００５年から、本社のある梅

田スカイビルで開催されている

「障害者週間行事」（後援：内閣府）

に参画、運営に協力しています。　

　「障害者と社会をつなぐシンポ

ジウム」では、「経営戦略としての

障害者雇用」について会場全体で

の意見交換を実施。行政・企業・

ＮＰＯ・市民が共に考え、話し合う

有意義な場となりました。

障害者週間行事に参画

社会福祉法人 大阪ボランティア協会 
事務局長 水谷 綾氏

●温暖化対策と暮らしのかかわりを学ぶ 「いえコロジー」セミナー
●生態系の大切さを学ぶ 「Dr.フォレストからの手紙」
●資源循環について学ぶ 「トレジャーハントツアー」

　積水ハウスの企業理念にある根本哲学「人間愛」に立脚し

た社会貢献活動を展開されています。中でも積極性を感じる

視点は「参加」と「協働」です。これらの実践によって、より社

会的な「人づくり」に結実するでしょう。

　人々の暮らしを支える住まいづくり・まちづくりを進める

ためにも、さまざまな市民活動に触れるのは重要なことで

すので、今後もこういった支援活動をじっくりと育てていた

だけることを期待します。

住まいづくりのための「人づくり」の活動を

関東ブロック 最優秀賞 「めぐりバス」
日本大学大学院　今野和仁さん、
高橋雄也さん、永嶋竜一さんの作品

関西ブロック 最優秀賞 「雨をひっかける壁」
大阪市立大学大学院
内藤まみさん、洲崎海さんの作品

NPO現場に出向き、運営支援やNPOガバナンス構築
に取り組む傍ら、行政との協働、企業のCSR／社会貢献
プログラムづくりにも注力。ISO26000国内委員や
NPO法人会計基準策定委員など各種委員も歴任。

　　　　 ●神戸まちづくり六甲アイランド基金　●チャリティ・義援金・ボランティア　●社会貢献活動社長表彰
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